


















































































































































































































































































































































































































































































































1 13① 16② 8
2 13① 14③ 11
3 12 ユ1 4
4 7 8 11
5 13① 17① 12
6 5 6 10
7 11 8 17①
8 7 14③ 10
9 6 13 13③
10 13① 12 8
11 3 11 9
12 12 7 17①
13 9 1 5
14 5 1 2
15 9 6 0










A 11 10 9 30
B 9 10 9 28
C 15 9 9 33②
D 8 11 13 32
E 10 8 11 29
F 10 12 11 33②
G 8 11 8 27
H 12 12 12 36①
1 9 7 7 23
J 5 10 11 26
K 4 8 5 17
L 12 11 7 30
M 9 8 10 27?
122 127 122 371
○の中の数字は順位を表す。
○印…被選択数の高い項目
○の中の数字は順位を表す。
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　この発展評価活動を導入したねらいは，関係学の評価即教育の立場に立ち，効果の測定をす
ることと同時に，自己評価活動によりメンバーの自己の育ちや感性への気づきを促進すること
にある。
　この関係発展評価表を用いた自己評価活動の結果は次のように，整理できた。（表2，表3）
上記の集計結果からは，次のようなことが明らかになった。
〈表2について〉
・ どのメンバーも，各関係枠におけるいくつかの発展内容を表す項目に，○をっけ，自己の発
展評価に当てはまる項目を選択できている。これはメンバー全員が各関係枠において，なん
　らかの自己における変化・発展を自覚できたことを表しており，そこにこのグループ活動の
　効果の一面を○のっいた数から量的にとらえることができる。
・自己との関係における発展項目の選択数の合計は138，人との関係では145，集団との関係で
　は137であり，どの関係枠においても，参加メンバーは，ほぼ同じ量の関係発展項目を選択し
　ているが，3つの中では，人との関係における項目をもっとも多く選択している。
・各関係枠の項目ごとに，選択される数（被選択数）を得点として集計すると，次のような項
　目が得点の多い項目になることが分かった。
　自己との関係……1．落ち着いていられる，2．素直な気持ちが育っている。5．気持の動
くのがわかる，10．充実感がある
人との関係……5．ほかの人の動きを見ていて楽しい（全員が選択している），1．自分一人で
はないと感じる，2．人と話してみたくなる，8．自分から話したりふるまったりできそうに
思、う
　集団との関係……7．集団のメンバーのひとりであることがわかる，12．集団の動きを一
緒にっくっている感じがする，9．集団の動きにのっている感じがする，5．自分がとれる役
割がわかる
　これらの結果からは，高得点項目群のなかでは，自己との関係における項目1，2や人との
関係における項目8，集団との関係における項目7，9等のような自己の各関係枠への内在的
なかかわり方を表す項目が半数を占めていることが明らかになった。この事実は心理劇的技法
を導入したこのグループカウンセリングによる，多側面（自己，人，集団）における発展促進
性がとらえられると共に，細かく数字を分析すると，とりわけメンバーの内在的かかわり方，
内在性を発展させる効果が顕著であることが究明できた。
〈表3について〉
・表3は，メンバー別に，各関係枠のどの項目に対して○（丸印…自己発展項目）をっけたか
を調べ，○を一点，二重丸を二点に点数化して，メンバー別に自己発展の得点として集計した
結果を示す。表3からは，得点の平均値28．5が把握でき，平均得点からは，メンバーは，平均
的には，45ある全項目の半数以上に○をつけていることが判明した。
・ この個別の自己評価は，評価基準が全く個人の判断にまかされており，得点が多いからいい，
　少ないからよくないということはないという前提のもとに，「活動後に感じていることに当
　てはまるなと思える項目に，素直な気持ちで自由に○をっけるように」という指示の基で
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行ったので，個人差が数字としてはっきり出てくる。その数字を手がかりにして，メンバー
の自己の感情の動きやそれへの気づき，人とのかかわりにおける気づきや認識の仕方の特色
における個別性を意識化したりする活動につなげられていくことが，自由記述欄での内容か
ら分かった。
・ 細かい評価項目に応じて自己評価を試みる活動は，評価即教育の活動となり，今，ここでの
アクション体験を，「楽しかった」という体験レベルの大ざっぱな感想で流してしまうことな
く，細やかな内容の項目に触れることで自分だけでは意識化しにくい自己や人への豊かな感
受性や気づきを育て，伸ばすことが可能になっている。
・ひとり，ひとりの自己評価の得点傾向から，個別の個人指導についての手がかりや心理劇技
法の効果特性についての有力な情報を得られる効果も大きい。
〈自由記述から〉
　内容の分析からは，自己の発展を自己評価し，皆で発展における気づきや感想を分かち合う
こと（シェアリング）による，自己の感性，成長への気づきへのいきいきとした記述が多く，
アクションとグループによるインパクトと楽しさ（プレイフルネス）のある活動への肯定的評
価が目立った。メンバーに共通な感想・発見の内容は，次のように整理できた。
・ 初あての内容だったので始めは不安だったが，次第に落ち着き，緊張もありながらワクワク
　するような楽しさを感じた。
・ みんなでお互いの話をしっかり聞き合うことで，よく知り合え，親近感が持てるようになっ
　た。
・ いろいろな課題に取り組んでいるうちに，次々に考えが生まれ表現できるようになり，思っ
　ていたより以上に集団の中でふるまえた自分に自信がっいた。
・ 集団の関わりの中で，表現していくと，情緒が高まり，アイデアや考えも活性化する。
・ 他者の表現に観客としてかかわることにより，普段気づかないでいた自分のことに気づかさ
　れたり，自分を振り返り，自分の内面を高めるきっかけを得られた。
・ 他者と感じ方が同じ時は共感の喜びを感じ，感じ方やふるまい方が違う時はびっくりすると
　共に，刺激を受け，ひとりひとりの個性の違いのすばらしさに感動した。
・ みんなで同じ課題に取り組むかかわり合いの中だからこそ，集団の力が働きいろいろな発展
　が生まれるのだと思、った。
　　　以上のような，関係発展評価表における発展評価項目の選択数と自由記述，および最後
　　のメンバー同士の体験，感想，発見の発表によるシェアリングにおける情緒的盛り上がり
　　と集団の凝集性から，開発的なねらいのもとに展開したこのグループカウンセリングの効
　　果が各メンバーにおいてとらえられることが明らかになった。
3．一般力ウンセリングへの心理劇技法導入の手がかりと手順
心理劇技法を実際のカウンセリングにおいて展開し，アクションを媒介として発展するカウ
ンセリングーアクションカウンセリングを本格的に実践するためには，カウンセラーが一定程
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度の訓練コースを体験し心理劇技法に習熟し，アクションカウンセラーとしての資質の向上に
努める必要がある。
　アクションカウンセラーに必要な資質として，土屋明美は次の五っを挙げている。
「①行為化における『共にそだっこと」への信頼
　②関係状況の把握にすぐれていること
　③力動的な心理・物理的空間における役割行為（ex．役割取得・演技・創技）が可能である
　　こと。
　④開かれた三者関係の形成・発展への洞察が成立すること。
　⑤行為・認識・情緒のズレや一致に敏感であること」（4）
　このような資質は，他の立場のカウンセラーにおいて必要とされる資質と重なり合う部分も
多いが，三者関係とアクション機能を不可欠とするアクションカウンセリングにおいて特に重
視される独特の資質も含まれている。
　言語的手段を中心とする一般的なカウンセリングに心理劇的技法を導入し，部分的にアク
ションカウンセリング的展開を実践しようとする場合には，クライェントの関係把握の特色
（一者関係的，二者関係的，三者関係的）や，クライエントの今，ここでの問題意識等を手がか
りに，カウンセラーは統合的観点から劇化すべき相談課題を把握し，カウンセリングのどのよ
うな段階で，クライエントにおけるどのような変化を促進するためにどのような技法の導入が
有効かを考えて，アクション場面へ移行することになる。
　その移行のプロセスでは，「それは，たとえばこういうことですか」とカウンセラーがクライ
エントの日常のふるまい方を演じてみてから，観客の役割を自然に担ったクライエントの意見
を聞いたり，「他に，いつもと違った応答の仕方としては，どんなやり方が考えられるでしょう
ね」と役割行為の新しい可能性について，初めは言語レベルにおいて両者で考え合うところか
ら始めるやり方が無理のない手順となろう。
　そして，次の段階で，「それを実際にいろいろなかかわり方で，ちょっと演じてみましょう」
とはたらきかけるような劇化への導入が，無理のないアクションへの移行を実現するであろ
う。
　このような移行のプロセスを経ることにより，話し合いだけでは，クライエントにとって実
感としてピンとこない状態が，アクションを媒介にし，演者や観客の役割を担ってふるまい，
そこでの感想や意見を話し合う体験を積むことにより変化し，他者の気持ちへの理解や自分の
かかわり方の偏りへの実感の伴った洞察が生まれてくるのである。
　また，クライエントとカウンセラーが役割を交換してふるまってみると，いっも自分が担っ
てふるまっている役割を他者が演じるのを見る機会が成立し，自分のかかわり方を客観的にと
らえて問題点に気づきやすくなったり，他者と共に，いつもと違う新しいふるまい方の可能性
を探って，それを演じてみる活動へ発展させることも可能になってくる。
　このような情緒，認識レベルのみならず，行為（一アクション）レベルでの役割行為の拡大
は，クライエントのその場を離れた帰宅後の日常生活における実践の拡大にっながりやすく，
そこに，アクションカウンセリングの有する大きな特色がある。ゆえに，カウンセラーの力量
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は，クライエントのどのような行為の変化・発展に焦点を置き，どのような心理劇技法をいっ
どのように導入するかを見定めて，実践する力に現れてくると言えよう。
　さらに，心理劇的展開が初めてのクライエントに心理劇技法を導入する時に，大切なことと
してウォーミングアップ活動を重視することを挙げたい。いきなり，ウオーミングアップなし
に，課題解決的志向の強い場面設定をして心理劇技法を展開しようとしても，クライエントに
は，アクションの意義も解らず，すぐに場面に参加し役割を担うことなどはとても無理なこと
が多いはずである。
　劇化は，適切なウォーミングアップを経て，行われるべきであり，ウォーミングァップは，
アクションカウンセリングの効果を高めるためには，常に必要な欠くことのできない活動であ
る。
　そこにおいて，いっもの自分とは少し違う役割を演じてみる楽しさを味わえるような役割取
得レベルのロールプレイ体験を踏んでから，次に状況設定のある役割演技体験へとクライエン
トが段階的に進めるように，カウンセラーは考慮すべきであり，そのステップアップに必要な
時間の個人差はかなり大きいので，グループにおいても個別的対応が常に必要であることは言
うまでもない。
　ウオーミングアップのための活動としては，自発性を高め，簡単に誰にでも役割を担えて，楽
しくやれて個性も発揮できるような内容のものがたくさん研究開発されている。カウンセラー
はクライェントの生活や年代などを考慮して，その内容を工夫して設定し，自らも共に参加し
てふるまう態度が大切である。（例1一旅のおみやげを隣の人に手渡す人になったり，受け取る
人になり即興的に会話を発展させる。例2一自分の開いてみたいお店の主人になり，扱う商品
について客と自由にやりとりをする。）
4．総括的考察
　本稿では，アクションカウンセリングの特性，技法とその効果および一般的なカウンセリン
グへの導入と手がかりについての考察を進めてきた。
　アクションカウンセリングの特性に対応するその効果をまとめると，次のように述べること
ができる。
　（1）自分以外の他者の感じ方，考え方は，自分とは異なっていることが多い事実に改めて気
　　づき，他者における感じ方，考え方への多面的理解（共通性，類似性，差異性），他者への
　　配慮のある柔軟なかかわり方の開発等によって，人間関係におけるかかわり方を発展させ
　　る。（対人関係）
　（2）心の中での思いや新しい考えを積極的に言葉や行動で表現する行為化，実践化の意欲を
　　促進する。そして，場面を共有する他者から自分の行為へのいきいきとした反応を得るこ
　　とによって，さらに自己の情緒や志向が深まりやすくなる。自発性，創造性，情緒，意欲
　　の発展。（自己関係）
　（3）多様な心理劇技法により，問題状況を客観化して，状況を関係構造的に把握するような
　　関係認識を育てることができる。（集団状況関係）
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（4）カウンセリング場面でのアクションレベルにおける認識と行為の可能性の拡大は，社会
　（集団）における日常生活での認識と行為の実践における連続的な発展に連結させやすい。
　（社会・集団関係）
（5）言語レベルのやりとりのみではない，場面と役割が適切に設定された状況において，ク
　ライエントの主体的参加が促進され，情緒，認識，行為のレベルでの相互的なかかわりに
　おける発展が創られ，共に育ち合える力動性がある。（物・人・自己関係）
　以上のような五つにまとめられた内容にプラスして，最後にもう一つ強調しておきたいこと
がある。それは心理劇的技法の発展的展開においては，参加する誰もが，主体的に役割を担い，
自発性を発揮することにおけるアクションレベルのいきいきした楽しさを他者と共有しつっ，
情緒と認識と行為を統合的に人と共に開発できるという他には変えがたい三者関係の力動的発
展性，対人関係媒介による共に育ち合える喜びと楽しさの存在である。
　今後の研究の方向としては，更なる実践研究の発展を課題とし，人間生活の発展をもたらし，
かかわり方を育て合うアクションカウンセリングの理論と技法の発展と普及のために，微力な
がらも貢献できることを願っている。
　最後に，本稿をまとめるにあたり，実践研究の機会を与えて下さった十文字学園，私学研修
福祉会，お茶の水女子大学の人間関係研究室に研修生として受け入れて下さった黒田淑子教
授，および実践研究の場を提供して下さったお茶の水女子大学児童集団研究会や授産施設「こ
ぶしの森」の皆様と十文字学園女子大学，女子短期大学の受講生に心より感謝の意を表します。
（注1）創始者・松村康平。人間は関係的存在であることを明確にし，人間生活の諸領域の理論・技法・
　実践の科学として発展している。
（注2）モレノ（Moreno．　J．　L）が創始。集団心理療法の中の役割行為中心法に分類されている。
（注3）三者関係の発展性を積極的に活用するカウンセリングであり，日本で初めて松村康平によって確
　立された。
（注4）心理劇の技法は，集団で共有可能な行為の仕方の総称である。創出・考案課程から分類すると，
　モレノによって創出された基本技法，諸外国の文献また海外での研修活動により紹介されているも
　の，日本の心理劇協会や関係学会の研究・実践活動等において開発されている技法などに分けること
　ができる。
　それらは，相互に影響を与えながら，独自性を発揮しっっ発展している。
（注5）関係発展評価表（日本心理劇協会・関係学研究所，松村・浜田・春原・土屋ほか担当，1988）用
　紙をもとにした，自己との関係，人との関係，集団との関係の項目からなる表を用いた。
（引用文献）
（1）ロバートB．バース「アクション・カウンセリングと過程分析」日本心理劇協会　1969
（2）松村康平佐藤啓子『関係理論における原理と関係枠との関係』「関係学ハンドブック」関係学会編
　関係学研究所　1994
（3）赤井美智子『3章諸技法の基礎理論』森省二編著「子どもの臨床心理」樹村房　1998
（4）土屋明美「アクションカウンセリングに関する研究（2）」日本カウンセリング学会第22回大会発表論
　文集　1989
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